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審 議会需■ :日:鶴11: 誰:1‐ 卜を卜,夕■li‐ 文脈■1 幕ど義め鶴曇め碁I幕|め:盤登:め構:務焼労:




































審議会名 強 :::‐ トピ:,タ 支脈■■|■●■■■■|■■●■薫
=:
「子ども:め盤善め瀾l盤1ぬ概念め:使おれ芳




























































第18回 2004年月23日小笠原 幼保―元化総合施設について ―元化に際して、職員の労働条件が悪くなり、保育の質が下がる懸金についてn
何よりも先に子どもに焦点をあて考えるとい
う支RIFr^





第21回 2004年9月30日高 井 三位一体改革についての議論 総合施設構想に対する懸念 子どものために、子どもに焦点をあててという章 峡で ^




















時 継■ 撻脈■■■■■■■■■■■■■■■■■‖■‖| 1幕ど‖|め姜 善め湘 i幕1め盤 登め構 簿基姜 :





























































































援助と子どもの福祉に関する法律(Adoption Assistance and Child Welfare Act,以下AACWA)
































れており、その優先順位は1.家族維持1(maintaining the child in her or his own home)、
2.家族再統合 (reunification of placed children with their biological families)、
3.養子縁組(adOption),4.長期里親 (permanent or long term foster families in
special situations)、5.施設ケア (care in institutions)となっている (Pecora,









































む」と定義されている (丁he US Department of Health and Huttn Servlces劇輛nistration of





Fam‖y Centered PracticeとFamily PreservationdD
概念的関係図
(レビューを元に筆者が作成 )
図2-l Ftti!y Centered PracticeとFtti!y Pres rvationの概念的関係日
FCP発祥の地であるアメリカにおいても、1980年以前は、児童福祉制度は家族を援助の
対象とはしていなかった。むしろ、子どもを保護し、子どもを保護した後は、なるべく実
親を忘れるように働きかけていた(Child Welfare League of Amer:ca,2003)。このFCPが
実践において具体化された 3つの実践の流れとして、Child Welfare Leatte of
America(2∞3)は1。 Permanency Planning、2.Fam ly Support、3。 Fam:!y Preservation
を挙げている。 Family Centered Serv:cesという言葉で、家族を対象として強化・支援 ロ
介入を行い、すべての家族メンバーを援助することを目的としたサービスを総称すること
も多く、先述の 2。 Family Support、3。 Family Preservat:onがそれらのサービスを内包
した限定的な実践モデルにあたる。ttells&Fuller,2000)。
























































Fa m‖y Centered Pract:ceの概 念 自勺枠 組 み
エコロジカル視点 リスクと保護要素 コンピテンス視点






























































を促進させる保護要素の考え方の両方が必要である (丁he US Department of Health and
Human Services. Administration of Children and Families)。
リスク要素とは危機的および否定的な出来事を経験した人が将来、その悪影響を受け,
問題を発生させたり、ストレスを高じたりする可能性のことであり、内的要素である生物




















































































































































































































































第1節 連邦法に見られるFamily Preservationの変遷 :the Adoption Assistance and




















悪影響が問題視される中,上記のような理由から、1980年にthe Adoption Assistance and
Child Welfare Act of 1980(以下AACWA)が+1定された。この連邦法は「子どもの心理的親
との永続的な関係の下での養育環境の保証に対する系統だつた援助のプロセス」
(Permanency Planning)の確立を目的に、「家族維持」および「家族再統合」に対する「正







第 4章 アメリカ合衆国における「Family Preservation」
たこのAACWAには、概念としての子どものパーマネンシーを実現させる法的枠組みとして
の「パーマネンシーロプランニング」、子どもの措置をする場合の基準となる「最も制限の





















































2日 the Adoption and Safe Fam:lies Act(ASFA)の成立
AACWAで解決できなかった状況に対応するため、1997年に新たな法律である the



























一方でFamily Preservationプログラムおよび予防的なファミリー サポー トサービスプロ
























府は2001年、Promoting Safe and Stable Families Amendmentsにより、ASFAから引き続








まになってしまう状況が多く見られた(Child Welfare lnformation Gateway 2008)。この
ような現状を踏まえ、これまでの「調査基盤対応」(Investigation based track)の代替
となる対応 (alternative response)としてDifferential Response Approachが新たな児
童虐待ケースヘの対応策として生み出され、2008年以降、いくつかの州で実践が行われつ

































れるようになつてきた (Schuerman et al.,1994)。


























プログラム実施数の爆発的な増加には、丁he Edna MacConne H Clark FoundationとAnnie E.




増え始め、1990年代半ばには553,600人にも達するようになつた (Pecora et al.,1995,
p.wili)。加えてニューヨー ク州、コネチカット州、イリノイ州で立て続きに発生した虐
















ログラムを集中型 Family Preservationプログラム(Intensive Family Preservation
Program)と呼び、それ以外の家族を中心とした包括的なサービスを提供する在宅支援を





くの複合型のFamily Preservationプログラムが実践されている(Pecora et al.,1995)。
第3節 Family Preservationモデルの類型化と実践例
前節でも述べたように、現在、サービス提供体系を表す呼称としての Family




























とを目的としている。そのため、短期間 (4-6週間)かつ集中的 (ワー カーは1日24









(Feldman, 1991 ;  Schuerman et al口, 1994: Kinney, Happala &Booth, 1991 ;  Kinney,
Madsen, Fleming, & Haapala, 1977 )。
元となったHomebuildersプログラムは家族の実際のニーズと機能不全に焦点をあてた、



























































デルはHomebuildersモデルに比べて長期間となる (約3カ月)。 メリー ランドモデルとも
よばれ、イリノイ州でもファミリー ファーストプログラムとして採用された(Schuerman et
al.ヮ 1994)。
3.家族基盤サービスモデル (Family Based Service Model)
対象をあまり限定せず、集中的ではなく、将来的に措置の可能性があるケースに提供さ
れる。提供されるサービスには、親に対する教育プログラム、アンガーマネージメント(怒
























いる。家族基盤サービスモデルの中にも、治療的な要素が強調される Home Based Model,
Family ttreatment Modelと呼ばれるモデルもある。Home Based Modelの代表的なプログラ
ムとして、アイオヮ州でのFAMILIESプログラムは有名である。このFAMILIESプログラム
では、準臨床的な方法を用いセラピストは10-12のケースを一度に担当し、平均4.5ヶ






















































































































































るべき措置の区別がつけにくいし、その区別をつけることは不可能である (Pecora et al.,

















れている (MacCroskey,&Meezan,1998;Schuerman et al.,1991)。また、児童虐待再通







長することで効果が上がると言う報告もある (Fraser et al.,1997)。また、子どもに起
因した送致理由を持つケースに対する効果は高く、反対に親の薬物依存・精神疾患がある
ケースについて効果はあまり期待できない。家族の問題として貧困家庭、ひとり親家族、























































































































































































































































































































































































































B 局 長 社会福祉学修士号 無記入 数力所





D 所 長 修士号 (ソー シャルケースワ …ーク) 37
27
E 副所長 社 会 福 祉 学 修 士 号




















結果として、14カテゴリー が抽出され、3つのカテゴリー 、1.「Reasonable Efforts」








































































































































































































































調査 1。 2005年度関西学院大学COE海外調査奨励金による調査 (②米国FGI)、2005年関西学院大学COE個人研究助成費に
調査 (①日本市町村 FGl)・厚生労働科学研究 子ども家庭総合研究事業 「児童虐待等の子どもの被害及び子どもの問題行動
防 ◆介入・ケアに関する研究」(主任研究者 奥山真紀子)、「児童相談所を中心とした在宅支援に関する研究」(分担研究者
信和)の一部 (③児相児童福祉司FGI)
調査2.平成16年度 厚生労働科学研究 子ども家庭総合研究事業 「児童虐待等の子どもの被害及び子どもの間
題行動の予防・介入 。ケアに関する研究」(主任研究者 奥山真紀子)、 「児童相談所を中心とした在宅支援に関す
る研究」(分担研究者 前橋信和)の一部として実施した質問調査の一部

















































































































グル ー プ 1.
在 宅 支 援 ワ ー カー
(アメリカ)
グル ー プ 2_
ファミリー プ リザ ベ
ー シ ョン ワ ー カ ー
(アメリカ)
グル ー プ 3.
市 町 村 援 助 者 (日
本 )
グループ 4.
児 相 児 童 福 祉 司
(日本 )
人 数 10名 9名 1回目 11名、2回目
10名
7名
性 別 女 性 10名 女 性 7名、男 性 2名 女 性 8名、男 性 3名
(2回目 2名)
女 性 4名、男 性 3名
職 種 在 宅 支 援 ワー カー 6
名
プログラム 責 任 者 1
名 、SVl名
所 長 1名
目」所 長 1 名 、S∨3
名 、ワー カー 1名、
プログラム 責 任 者 1
名 、セラピスト2名、
アシスタント1名
家庭 相 談 員 3名、中
学 校 教 員 (生活 指
導)1名、保 育 士 (子
育 て 支 援 )1名、保
健 自雨3`名、障 害 本目言炎
担 当 1名、教 育 セン
ター (教育 主事 )1名
児 童 福 祉 司
7名
現 職 (現プ ロ グ ラ
ム )(での 平 均 経 験
年 数
6.15」手




6.3年 (最短 2′ヶ月 、
最 長 2ヶ月 )
7年
(最短 2年、最 長 14
年 )
社 会 福 祉 領 域 で の







教 育 バ ックグ ラウン
ド
福 祉 4名(学± 1
名 、修 ± 3名)カウ
ン セ リン グ 修 ± 1
名 、心 理 学 修 ± 1
名 、工 学 学 ± 1名、
神 学 修 ± 1名、社 会
学 学 ± 1名、その他
学 ± 1名
福 祉 (修± 4名)
カウンセ リング 修 士
2名、臨 床 心 理 修 士
1名、心 理 学 ± 1
名 、高 卒 1名
福 祉 4名、心 理 2
名 、法 学 1名
資 格 LCSW(り11の社 会 福
祉 資 格 )3名、




LCPC(り日ヽの カ ウ ン
セリング資格)2名
社 会 福 祉 ± 1名、教
員 免 許 2名、保 健 師
3 41・看 護 自雨 4 名 、
精 神 保 健 福 祉 ± 1
名 、保 育 ± 3名、社
会 福 祉 主 事 1名
(複数 の 回答 あ り)
社 会 福 祉 ± 2名、社





















































































































































































































態度を表す項目 (質問項目番号 7、 13、52、8、 16の計5項目)が 多く含まれていた。下



















順位 項目番号 質問項目 平均値 SD 度数
1 地域の機関から家族の情報を収集する。 4.52 0705




関係機関に児童相談所としての視点や立場を説明していく 423 0827 524








それぞれの家族に対してワー カー が何がどこまでできて、何ができないのかを自覚する。 0993
子どもの気持ちを代弁して保護者に伝える。 3182 0972 527













職場で同僚と共有できる家族支援に対する価値観をもつている。 346 1044 522
ワー カー 自身が家族の変化に対して希望を持つ。 345 1034
30 家族と共に目標を設定する。 342 102 526
関係機関に対して、家族との接し方についての詳細な助言を行う。 1017 524
次の大きな変化につながるような家族の小さな変化を支援する。 1053
33 子育ての負担を軽減するための家事・育児支援サービスに家族をつなぐ。 334 1099 527





ワー カー が家族に必要な具体的なサービスを提供することで、実際に「援助できること」を家族に 1.014
40 地域の資源に家族をつないだ後も、子どもに対するリスクアセスメントを継続する。 1202 525
カウンセリングを通して保護者に虐待した原因について内省させる。 303 528
42 保育サービス、学童サービスの利用のための手続きを援助する。 1 526
43 家族が自身のリスクに気づく術と、それに対する適切な対応を教える。 1033 526






援助終結後も、家族が再び同じ状態にもどっていないかフォロー アッ方 る .68 1.205
医療機関で保護者が充分な説明を受けられるよう配慮する。 1 193 520
見本となる大人の姿をワーカーが子どもに見せる。 2.59 1068 524
家族に新しく身についたスキルを試す機会を与える。 2.36 1097




保護者をペアレントトレー ニングプログラムヘ扶致する。 1.79 1103
保護者と子どもが一緒に楽しめるような娯楽活動を企画するのを手伝う。 0922





保護者の求職のための具体的な準備(履歴書を一緒に書く、面接の練習等)を手伝う。 1.36 0732 527
子どもを学校・幼稚園・保育園に送迎する。 1.30 0.674 527
表7-3 児童相談所 実施度平均値ランキング [ブルー部分は上位 25%、オレンジ部分は下位25%]
第7章 質問紙 1「児童相談所における児童福祉司による児童虐待ケース在宅支援の実
態及び意見調査」
順位 項目番号 質問項目 平均値 SD 度数
1 危機的な状況の場合には、一時保護ロショー トステイなどを使い、危機を回避する。 4.72 0579
地域の機関から家族の情報を収集する。 ■58 0685 526
学校教諭・幼稚園教諭・保育士と子どもの状況について協議する。 4150 0647
ワーカーは家族に対して忍耐強く対応する。 4_40 0.713
児童相談所内の心理判定につなげ子どもの状態を知る。 4■8 0709 525
保護者が子どもに対して肯定的な視点を持つことができるように働きかける。 4_46
ワーカーとしての責任を証明するために、自分が行つた援助を文書に記録しておく。 4.44 0.869




虐待の告知の仕方は、家族状況や虐待の程度を見て、ケー スにより判断する。 4_40 0742
保護者と対峙する場面では、必要以上に懲罰的にならないような表現を用いる。 4_37
保健師や学校の教諭など地域の援助者に家庭訪闇弁依頼するハ 4_36 0771 525












チー ムアプロー チを取ることによって、自分のアセスメント結果や意思決定を確認する。 0971 509
すでに保護者とつながつている関係機関に保護者が必要としているサービスを紹介してもらう。 0885































保護者の借金の返済計画を一緒に立てる。 2.65 1111 522
保護者と子どもが一緒に楽しめるような娯楽活動を企画するのを手伝う。 2.64 1086 525
衣服や学用品の提供・確保の援助を行う。 2.64 1092 522
住居設備に対する援助(修繕・安全面の確認など)を行う。 2.58 1088





















1頂位 項目番号 平均値 SD 度数
















担当地区が広い 3.65 1.145 497
1 保護者が都合のよい時間帯や週末にサービスを提供できない。 3.33 1.100





援助の見直しの時期が決まっていないため、ケースを終結できない 2.78 1.083 423
20 公務員という立場の制約によリサービス提供が自由に行なえない 1.085 464


















順位 項目番号 質問項目 平均値 SD 度数
1 最低限の衣食住の確保ができている。 0.80 528
家庭内に子どもの安全を守る人がいる、または定期的に家庭を訪問し
てくれる人がいる。 0.86 528





24最低限度の経済的基盤が確保できる。 4.17 0。89 528
保護者自身が今までやってきたことに変化が必要だと気づく。 4.13 0。89 528
26保護者が子どもを養育する最低限度の能力を持っている。 4.12 0。92 528
20虐待者に虐待の認識がある。 4.06 0。93 528
23虐待者が自分でSOSを出せる。 4.04 0。92 528
保護者が就業している間に保育サービスが確保できる。 4.03 0.87 528
子どもが自分自身の安全を守ることができる。 4.02 0,98 528
最低限の衛生状態が保たれている。 4.01 0.89 528
保護者が保護者としての責任を自覚している。 3.96 0.92 528
子どもが幼稚園・′Jヽ学校・中学校の学校や保育所などの所属集団ヘ
毎日通つている。 3.95 0.91 528
保護者の(精神的)治療経過が良好である。 3.94 0.86 528
家族がお互いに助け合つている。 3.87 1.02 528
20 22何とかして家族を維持していこうという気持ちが家族にある。 3.85 0.85 528
子どもの成長(身長・体重)は順調である。 3.76 0。99 528
22 保護者がワーカー に対して心を開き、ワー カー の言うことを聞き入れる。 3.66 0。98 528
22 家族内での秩序が守られている。 3.66 1.08 528
24 27家族自身が家族としてやっていくことができるという自信をもつている。 3.58 0。95 528
24 家族はインフト マルなサポートシステムを持っている。 3.58 1.07 528
家族が地域の資源を自分でうまく利用できる。 3.53 0。91 528
家族が自分たちは家族維持のプロセスに参加しているのだと実感す




表7-7 児童相談所 実施度と重要度の平均値の差のランキング [ブルー部分は上位25%、オレンジ部分は下
順位 項目番 質問項目 実施度 重要度 差
1 42保護者をペアレントトレーニングプログラムヘ送致する。 1.79 3.67 Ⅲ■』口:
援助終結後も、家族 が再び同じ状態にもどっていないかフォローアップする 2.68 4.07 二1^30.
40保護者 に他の親と交流する機会を与える^ 2.00 3.23 ■11食豊:
家族をどのように資源 やサポートに結びつけるのかの援助計画を作成していくA 2.92 4.12 ■1lm
35保護者 の借金 の返済計画を一緒 に立てるハ 1.50 2.65 ‐111盤
56住居探 しを手伝う。 1.60
医療費の控除 の 申請を援助する。 1.60 2.69 ■1舶
カウンセリングを通して保護者に虐待した原因について内省させる。 3.03 二1●霊
66保護者 の求職 のための具体的な準備 (履歴=井一緒 に=く、面格の組習等 )を手伝う^ 1_36 2.43
■1■7
保 護 者 の 求 職 に関 する情 報 を得 る援 助 存する ^ 2.83 ‐■■2‐1
家計の管理を保護者と一緒に行うハ 1.38 2.39 ■|1101,
住 居 設 備 に対 す る援 助 (修組 0安全 面 の 確 認 な ど)葬行 う^ 1.57 2.58 ‐■011
家族に新しく身についたスキルを試す機会を与える。 2.36 3.36 二100
家族が 自身の リスクに気づく術と、それ に対する摘切な対応を教 える^ 2.96 3.94 m
子どもを学校口幼稚園・保育園に送迎する。 1.30 2.25 ‐ 95
保護者と子どもが一緒 に楽しめるような娯塞活動弗企画するの弗羊伝う^ 2.64
1凛
保護者が通院・入院している間、子どもの保育ケアを確保する。 2.89 3_82 . oO_m
地域 の資源 に家族をつないだ後も、子どもに対するリスクアセスメントを継続する。 3.05 3.97 -0.92
衣 服 や 学 用 品 の 提 供・確 保 の 経 助 弗行 う^ 2.64 -0.83
家族が必要としているスキルを例を用いて家族 にわか りやすく説明するハ 3_16 3.99 -0.83





医療機関で保護者が充分な説明を受けられるよう配慮する。 2.65 3.42 -0。77
子育ての負担を軽減するための家事 0育児支援サービスに家族をつなぐハ 3.34 4.09 -0。75
生活保護等の 申請を援助する。 2_70 3_44 -0_74
家族に関する情報をたえず収集し、児童相談所が家族に介入するタイミングを逃さない 3.74 4.42 -0.68
家族の長所をいかして、援助を展開する。 3.62 4_3 -0.68
家 に食料が十分確保されているかどうか 入ヽ 手手段 はあるのかを確認する^ 2.88 3.54 -0.66
頼 りにできるような親戚存探 し出し 協ヽ 力して半・ちう^ 3.19 3.83 -0_64
チームアプローチを取ることによって、自分のアセスメント結果や意思決定を確認する。 3.47 4.08 -0.61
家族が必要なとき、自分 自身で利用できるように喜前 に地域 の音源とつなげておく^ 3.83 4.43 -0_60
児童福祉司指導を保護者に虐待を認識させる枠組みとして使う。 2.91 3.5 -0.59
見本となる大人の姿をワーカーが子どもに見せる。 2_59 -0.56
次の大きな変化につながるような家族の小さな変化を支援する。 3.35 3.9 -0.55
保護者 や子どもの状態を医師と協議する6 3.63 4.18 -0.55
児童相談所との誓約を破った場合に起こる結果についてきちんと保護者に伝える。 3_66 4_2 -0.55
それぞれの家族に対してワーカー が何がどこまでできて、何ができないのかを自党する。 3.82 4.34 -0.52
地域の民生児童委 員に協 力を要請する^ 3.22 3.74 -0.52
38 関係機 関に対 して、家族 との接し方についての詳細な助言を行う。 3.41 3.93 -0.52
保護者が困つていることを口にしたタイミングを逃さず、必要なサービスにつなぐ。 3_71 4_2 -0.49
42 保護者 や子どもの通院 に同伴するn 2.24 2_71 -0.47
42 家 族 に病 院 0医師 存紹 介 す る ^ 2.95 3.42 -0.47
42 職場で同僚と共有できる家族支援に対する価値観をもっている。 3.46 3.93 -0_47
45 46ワーカーが家族に必要な具体的なサービスを提供することで、実際に「援助できること」を家族に 3.13 3.59 -0.46
46 保護者 力｀子 どもに対 して肯定的な視 点存半1つことができるように働きか ける^ 4_03 4_46 -0_43
46 29定 期 的 に家 族 に接 触 す るハ 3.84 4.27 -0.43
48 34すでに保護者とつながつている関係機関に保護者が必要としているサービスを紹介しても 3.67 4.08 -0.41
49 49家族の「子どもと共に生活する権利」と、子どもの「安全に幸せに暮らす権利」の両方を大事にすそ 3.57 3.96 -0.39
50 家族を援助するという自分の立場を明らかにし、家族の信頼を得る。 4.06 4.44
50 家庭を訪問し、家族の生活の場で援助活動を行う。 3.64 4.02
52 37ワーカー自身が家族の変化に対して希望を持つ。 3.45 3.78
52 定盤重L援助の評価を行い、ある程度の結果が見られれば援助を終結する。 3.94
54 55子どもの気持ちを代弁して保講者に伝える^ 3_82 4_14
55 43保健師や学校の教諭など地域の援助者に家庭訪間を依頼する。 4.07 4.36
56 ワーカー は家族に対して忍耐強く対応する。 4.49
57 26家族がすべきことまで、ワーカー がしてしまわないように気をつける。 3.98
57 60危機的な状況の場合には、一時保護・ショー トステイなどを使い、危機を回避する。 4。45 4.72
59 22児童相談 所内の心理判 定につなげ子 どもの状態を知るハ 4.26 4.48
60 関係機関に児童相談所としての視点や立場を説明していく。 4。23 4.44
















35 保護者 の借金の返済計画を一緒に立てる。 -1.15
56 住 居 探 しを手伝 う。 -1.11
61 医療費の控除の 申請を援助する。 -1.09
18 カウンセリングを通 して保護者 に虐待 した原 因について内省させる。 -1。08
10 保護者 の求職 に関する情報を得る援助をする。 1.02
59 住 居 設 備 に対 す る援 助 (修繕 0安全 面 の確 認 など)を行 う。 -1.01
64 子どもを学校・幼稚 園・保育園に送迎する。 -0.95
27





































県 相 児 相 (%)市 町 村 区 市 町 村 (%そ の 他 その他 (%欠損 値 回答者 数
1-22児童相談所内の心理判定につなげ子どもの状態を知るハ 459 93.3% 19.3% 48
1-60危機的な状況の場合には、一時保護 ロショー トステイなどを使い 危ヽ機を回掛する_ 437 886% 168 34.1% 48






84.6% 470% 43% 48
1-19家族 と共 に 目標 を設 定する^ 84.2% 50.9%
-41 保護者や子どもの状態を医師と協議する。 841% 223 45.3% 3.5% 48
1-18カウンセリング樋 して保護者に虐待した原因
について内省させるハ 835% 226% 13.2%
1-53関係機関に対して、家族との接し方についての
詳細な助言を行う。 407 82.7% 33.9% 3.0% 48
1-51定期的に援助の評価を行い、ある程度の結果が見られれば援助を終結する^ 403 817% 182 36.9% 3.4%
学校 教 諭・幼稚 園教 諭・保 育 士 と子 どもの状 況
について協 議する。 803% 72.6% 3.9% 492
1-9 家族 をどのように資源 やサポー トに結 びつける
の か の援助 計 画 を作 成 していく^ 79.7% 262 531% 493
1-65家族が 自身のリスクに気づく術と、それに対する
適切な対応を教える。 383 77.8% 43.9% 4.9% 492
1-23地域 の機 関 か ら家族 の情 報 を収 集する^ 764% 360 73.2% 6.9%
1-31家族が必要としているスキル悧 を用いて家族にわかりやすく説ERする^ 374 760% 49.0% 8.7% 492
保護者が子どもに対して肯定的な視点をもつこ
とができるように働きかける。 365 742% 646% 11.2% 492
1-20家族が必要なとき、自分 自身で利用できるように事前に地域の資源とつなげておく。 351 71.3% 79.9% 10.8% 492
1-43保健 師 や学校 の教 諭など地 域 の援 助者 に家庭訪 間を依 頼 する^ 709% 326 66.3% 3.5% 492
保護者をペアレントトレーニングプログラムヘ送
致する。 70.8% 298% 6.7% 493
定期 的 に家族 に接触 する。 341 69.3% 75.4% 11.2% 492
頼 りにできるような親戚 を探 し出し、協 力しても 339 689% 61.8% 4.5% 492
1-21家庭を訪問し家族の生活の場で援助活動を行う 322 65.3% 413 83.8% 120% 493
1-48地域の資源に家族をつないだ後も、子どもに対するリスクアセスメント弁鰈締すス^ 286 57.9% 334 67.6% 4.0% 494
1-25地域の民生児童委員に協力を要請する。 509% 795% 4.7% 48
1-11家族 に病院・医師を紹 介 する^ 48.9% 375 761% 40
1-34すでに保護 者 とつながっている関係機 関 に保 護
者 が 必要 としているサービスを紹 介 l´て+,らう^
208 423% 79.5% 9.6% 48 492
子育ての負担を軽減するための家事・育児支援
サービスに家族をつなぐ6 83.1%
1-38家に食料が十分確保されているかどうか、入手手段はあるのかを確認する。 36.4% 380 77.2% 53 10.8% 48
1-33保護 者 が通院・入院 している間 、子 どもの保 育ケアを確 保 する^ 169 34.3% 432 87.8% 53 10.8% 48
1-40保護 者 に他 の親 と交流する機 会 を与 える。 158 320% 340 69.0% 15.2% 48
1-3 援助終結後も、家族が再び同じ状態にもどっていないかフォローアップする 148 30.1% 406 825% 12.8% 492
1-32生活保護等の申請を援助する。 144 293% 85.2% 10.6% 48
1-50保育サービス、学童サービスの利用のための手
続きを援助する。 129 26.2% 439 892% 6.5%
1-6 保護 者 や子 どもの通院 に同伴 する。 24.1% 304 61.7% 164% 48
保護者と子どもが一緒に楽しめるような娯楽活
動を企画するのを手伝う。 100 203% 294 59.8% 26.6% 492
1-35保護 者 の借 金 の返 済計 画 を一緒 に立 てる。 14.4% 277 56.2% 136 27.6%
1-59住居設備に対する援助 (修繕・安全面の確認な
ど)を行う。 13.2% 350 711% 14.6% 492
1-66保護者の求職のための具体的な準備 (履歴書
を一緒に書く、面接の練習等)を手伝う。 114% 296 60.2% 120 24.4% 492
1-61医療 費 の控 除 の 申請を援 助 する。 105% 785% 10.1% 493
1-10保護 者 の求職 に関する情 報 を得 る援 助 をする。 22.0% 492
1-17衣服 や学 用 品 の提 供・確 保 の援 助 を行う 7.5% 76.5% 23.5% 493
1-56住 居探 しを手伝 う。 7.3% 73.8% 15.7% 492
家計の管理を保護者と一緒に行う。 6.9% 62.6% 129 26.2% 492
1-64子どもを学校 0幼稚園・保育園に送迎する。 4.3% 266 540% 169 343% 493






















































因子名口項 目[全体のCrOnbach α=0.887] 因子負荷 共通性
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固有値 6679     3435       1429     1083
寄与率(%) 26686    12602       4055     2.359
累積寄与率(%) 26686     39.288       43.343    45702
因子間相関(第1因子
(第2因子 0197     1000
(第3因子 0190     0634       1000


















































































































































3.費用 や交通 が理 由で 、保 護者 が地 域 の 資源 を使 えな
い 6
10.ネグ レクトケー ス に対 して家 事 を行 つてくれ るヘル
¬ 度 がない (あっても利用 に制 限がある)。
18.司法システム の継続 的 関与 がない。





6.児童福祉 司一 人あたりの担 当ケース数が 多い。
固有値 2.706      1.134
寄与率(%) 29.786     8.219
累積寄与率(%) 29.786     38.005
因子 間相 関(第1因子 ) 1.000


























因子名・項 目[全体のCronbach α=0851] 因子負荷 共通性





27 家族自身が家族 としてやってい くことができるという自信をもっている。
14 家族が自分たちは家族維持のプロセスに参加 しているのだと実感する。
8 保護者自身が今までやってきたことに変化が必要だと気づ く。
22 何 とか して家族を維持 していこうという気持ちが家族にある。












21 家族が地域の資源 を自分でうま く利用できる。
第4因子『子どもに対する安全の枠組み』[Cronbach α=0752]
7 子どもが幼稚園・小学校・中学校の学校や保育所などの所属集団へ毎日通 つている。
9 保護者が就業 している間に保育サー ビスが確保できる。




































































































































































































際の基準となる「Minimum Parenting Standard」(Division of ttraining and Development,











































































































































10ケー ス 未 満
10ケー ス 以 上 30ケー ス 未 満
30ケー ス 以 上 100ケース 未 満100ケーース 以 上
(SD==33_52)












継 続 ケ ー ス 数
平
な し
10ケー ス 未 満
10ケー ス 以 上 30ケー ス 未 満
30ケー ス 以 上 50ケー ス 未 満





























第 8章 質問紙調査 2「市町村における児童虐待ケース在宅支援の実態および意見調査」
答に最も影響を与えたと思われる3人までについて書くように指示した。
第1部・第2部の回答に参カロしたのは、約97%の市区町村において3人以下であつた。





































ング 順 位 項 目番号 質問項 目 平 均値 SD 度数
危機的な状況の時には、児童相談所と連携し、一時保護等を使い、速やかに危機を回避
する。
学 校教 論・幼稚 □教 諭・保育 士 と子 どもの状 況 について協議する。
地 域 の機 関か ら家族 の情 報 を収 集する^ 0.95 958
援 助者 は家族 に対して忍 耐強 く対応 する。
保 護 者 と対 時する場 面では、必要 以上 に懲 罰 的 にならないような表現 を用いる。 949
環族を援 助するという自分 の立 場 を明 らか にし 家ヽ 族 の信 頼 を得 る^ 944
地域 の 民生児童 委 員に協 力を要 請 するA
家族 がすべきことまで、援 助者 がLてしまわないように気をつける^
保 百 サ ー ビス ヽ単 音 サ ー ビス の 剰 日 の f―め の 手 締 書券将 助 す ス ^
定 期 的 に 家 族 に 接 触 す る ^
それぞれの家族に対して援助者が何がどこまででナて^何がで■ないか弁自常する^
家 族 の「子 どもと共 に生活 する権 利」と、子 どもの「安全 に幸せ に暮 らす権 利」の両方を大
事 にする。 100 943
盟 者 が子 どもに対 して肯 定 的な視 点を持つことができるように働 きか ける。 0.99 949
24 家族 の長 所をいかして、援助 弁■関する^ 942
保護者が困つていることを口にしたタイミングを逃さず、必要なサービスにつなぐ。 1.07 955
援助者 自身が環族 の 変化 に対 して希 望をもつ 6 350 100
チー ムアプロー チを取ることによつて、アセスメント結果や意思決定を確認する^
家 族 が 必 要 な とき ヽ自 分 自 身 で 利 用 で き るように^地量 の 書 頂 ルつ た lfてお く
家 庭 存油 閣 1´^表権 の 牛 活 の 爆 r・燿 動 警 動 な
「
な ら ^




問題 の原 因の分析 を行うの ではなく。今ある問題 の解 決に集 中する^
子どもに対するリスクアセスメントを饉続 して行う^ 3.30
家族 に医・tA機関 (病院 ヽ医師 等 )を紹 介する^ 3.28 123 952
市 町 村 の 関 係 機 関 内 で 共 有 で きる家 族 支 援 に 対 す る価 値 観 を手.って い る ^
地 域 の 他 の 関 係 機 関 の 援 助 者 に 家 庭 請 闇 券俵 媚 す 妥
次 の大きな変 化につなが るような表性 の小さな書 化弁す将 する^ 1.06 940
[族をどの ように 資 源 や サ ポ ー トに 結 び つ け る か の 全 体 的 な 欄 助 II・回 弁作 成 L´て い く^
関係機 関 に対 して、家族 との接 し方 についての詳細な助言 を行 うハ
二五二の 負担 を軽減 するための家事・育児支 援 サービスに家 族 をつなぐ。
援助墨 結 後も、家族 が再 び同 じ状 態 に戻っていないかフォローアッ方 る。 322 952
(ケー スの 状 況 を見て)虐待の告 知存行う^ 320 1.25 956
生活保 護 等 の 申請 を援助する_ 128 949




援 助者 が 家族 に必要 な具体 的なサービスを提 供することで、実 際 に「援 助できること」を家
族 に証 明する。 310 936
面 接等 を通 して、保護 者 に虐 待 した原因 について内省 させ る^ 955
39 堡菫壺宣J鬱ヒ入院 している間、子どもの保育ケアを確保する。
環 に食料 が十 分確保 され ているかどうか 、入 手手段 はあるの かを確認 をする。 3.01 949
定期 的 に援助効 果の評価 を行う^
43 家族 と共 に 目根 を設 定すZ 2.95 956
…
子どもの状態を医師と協議する。 2.93 27 954
頼りにできるような親戚等を探し出し、協力してもらう。 287
46 家族 が 自身の リスクに気付 く術 と そヽれ に対する摘切 な対 応弁教 テる^ 949
医療機 関 で保護 者 が 充分な説 明を受 けられ るよう配 慮する^
保 歴 者 に 対 して 求 職 に 関 す る情 報 弁得 る響 助 多す る ^
見 本 となる大 人 の姿 を援助 者 が子 どもに 見せ る^
保 護 者 に 他 の 親 と交 流 す る機 会 弁与 テる ^
医療 費 の控 除 の 申請 を援 助する。
衣服 や学 用品 の提供・確 保 の援 助 をおこなう。
環計 の 管理を保護者 ができるように援 助する。
子 どもを学 校・幼 稚 園・保 育 □ に 扶 抑 す るサ ー ビス の 利 用 弁澤 助 す 疼
住昼設備 (修繕・安全面の確認なDに対する助言・援助をおこなう。 930
住居盤しを手伝う。
保護者 や子 どもの通院 に同伴す戻
環 族 に 新 しくつ い た ス キ ル (生活・摯 吉 持 術 等 )弁減 す 機 会 券ニ テる ^
保 歴 者 と子 どもが 一 緒 に 基 l´め るような 娼 奏 活 動 葬企 画 す スの 葬手 侵 ら^
星E者の 求職 のための具体 的な準備 (履歴書 を一 緒 に書 くヽ 面 機 の績 習等 )を手伝 うn
保護 者 にペアレントトレーニング (親業 )プログラム を紹 介する。 08
表8-2 市町村実施度の平均値ランキング [ブルー部分は上位25%、オレンジ部分は下位25%]
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子育ての負担を軽減するための家事 口吉児支援サービスに家族をつなぐA 3.88 0.90
家族が必要としているスキル(生活・養育技術等)を、例を用いて家族にわかりやすく説明
する。 3.85 0.96












55 見本となる大人の姿を援助者が子どもに見せるn 1.09 958
家族に医療機関 (病院 医ヽ師等)を紹介する。 3.52 960
52 40 問題の原因の分析を行うのではなく、今ある闇顕の解決に集中するハ 0.90
50 医療機関で保護者が充分な説明を受けられるよう配慮する。 954
54 保護 者 に他 の親 と交流する機 会 を与 えるハ 960
50 保護 者 に対 して求駐 に関する情 報 を得 る燿 助 存するハ 381 0。93
65 家計の管理を保護者ができるように援助する。 3_20: 0.97 957
家族に新しくついたスキル (生活・養育技術等)を試す機会を与える。 329 0.95 958
49 生活保護等の申請を援助する。 3.20 957
45 1 保護者にペアレントトレーニング(親業)プログラムを紹介するハ 1.00 959
家族にある程度の改善が見られれば援助を終結する。 3.19 0。98
06 子どもを学校・幼稚園・保育園に送迎するサービスの利用を援助する。 3.15 1.09 960
59 医療費の控除の申請を援助する。 3.01 1.09 957
1 衣服や学用品の提供・確保の援助をおこなうハ 1.04 959
63 55 住居設備 (修繕・安全面の確認など)に対する助言 口援助をおこなう。 0。99
57 52 住居探しを手伝う。 2_74 0。97 960
64 保護者の求職のための具体的な準備 (履歴書を一緒に書く、面機の績習等)を手伝う。 1.03 960
24 保護者と子どもが一緒に楽しめるような娯楽活動を企画するのを手伝う。 1.02 960






































最低限度の能力を持つている (児相 :10位、市町村 :7位)」 であつた。全体的に児相と市
町村の順位差が大きいものについては、児相の順位のほうが市町村より高いものから「9.
家族内での秩序が保たれている (児相 :8位、市町村 :24位)」、「6.関係機関内で『在宅
で援助していく』との共通理解がある (児相:4位、市町村 :19位)」、「27.家族自身が家
族として一緒にやっていくことができるという自信をもっている (児相 :12位、市町村 :
23位)」、「8.保護者自身が今までやってきたことに変化が必要だと気付く (児相 :9位、
市町村16位)」 であった。反対に市町村での順位のほうが児相より高い項目は、差の大き




安全を守ることができる (児相 :26位、市町村21位)」 であつた。家族内の関係や家族の
情緒的な要素については、市町村のほうが家族維持に必要であると感じていることがわか
った。
表8-4 市町村 障害度平均値ランキング [ブルー部分は上位 25%、オレンジ部分は下位25%]
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児相ラン
キング 順位 項 目 質問項目 平均値 標準偏差 度 数
人員が不足している。 4_12
量堕査⊇児童堂待ケースに対する専門的な技能が不足している。 401 928
虐待事件が起こると、マスコミが全ての責任を公的機関におしつける。 3_86 102 850
保護者との信頼関係を結ぶことが難しい 0.99
人事異動等で援助者が頻繁に変わってしまう。
スーパービジョンが受けられない 3.76 0.97 821
豊星土重通が理由で、保護者が地域の資源を利用できない 371 1.04 864
ネグレクトケースに対して家事を行つてくれるヘルパー制度がない(あつても利用に制限が
ある)。 370 1.09 833
家族の二―ズにこたえることができるサービス提供体制が地域に組めていない 3.66 100 870




勤務形態(非常勤・嘱託等)が職務内容にそぐわない 3_28 1.20 723
1 援助を受けることが親失格とみなされスティグマ化しているハ 3.27 0.99
虐待 葬全 τ心 の 間輌 |「堺 テ7:士ら国割 ボ ふス 320 096 788
ケースがなかなか終錯不書なl.、
宙Fr村自身 で措 置 権 が桑 動 で青ない 3_02 26 836
公務 昌ルいう寺場 の制 約 により^サー ビス繹 供 が 自由に行 テた Lヽ 2_63 1_05
第8章 質問紙調査2「市町村における児童虐待ケース在宅支援の実態および意見調査」























キング 順 位 項 目 質問項目 平 均 値 標 準 偏 差 度 数
1 最低限の衣食住の確保ができている∩ 067 958
IIItil11:三J 子どもが家庭で精神的な安心感を得ることができる。 069 958










虐 待 者 に虐 待 の 認 識 が ある ^ 421
虐待者が 自分でSOSを出せる。 419
1 最低限の衛生状態が保たれている。 416 957
保護者自身が今までやってきたことに変化が必要だと気づく。 415






家族 自身が家族として一緒にやっていくことが出来るという自信を持っているハ 086 956
家族内での秩序が守られている。 3.92 085 952
家族が 自分たちは家族維持のプロセスに参加しているのだと実感する。 3.68 0.94 949










‖E位 項 目 番・●・ 菫問項 目 実施 度 重要 度 整
保 護 者 にペアレントトレーニング (親彙 )プログラム を紹 介 する^
家族 に新 しくついたスキ ル (生活・養 育 技 術 等 )を試 す機 会 を与 えるハ
援 助 終結 後 も、家 族 が 再 び同 じ状 態 に戻っていないか フォローアップす る。 3.22 :書:111む,
46定 期 的 に援 助 効 果 の評 価 を行 う
家族 と共 に 目標 を設 定する。 2.95





家計 の 管 理 を保 護 者 が できるように援 助 する^
薔町 村 の 関係 機 関 内で共有 できる家族 支 援 に対 する価 値 観 をもっている 3.28
量 巨 五 の 主 駐 の ための具 体 的 な準 備 (履歴 書 を一 緒 に書 く、面 接 の練 習 等 )を手伝 う。
家庭訪間を行い、在宅で暮らしていくためには、家族が何を必要としているかをアセスメントす
る。 3.33
1 35保 護 者 に他 の 親 と交 流 する機 会 を与 元る^ 3.43
1 保護者や子どもの状態を医師と協議する。 2.93 3.76
チームアプロー チを取ることによって、アセスメント結果や意思決定を確認する。 3.50
頼 りにできるような親 戚 等 を探 し出 し、協 力 1´て千島 う^ 2.87 3.69 -0.81
1 家族 の長 所 をいか して 、援助 を展 開する^ -0.78
住 居 設 備 (修繕・安 全 面 の確 認 など)に対 する助 言・援 助 をおこなう^ -0。78
(ケー スの 状 況 を見 て)虐待 の 告 知 を行 う 3.20 3.98 -0.77
家 族 が 必 要 な とき、自分 自身で利 用 できるように、地 域 の 資源 とつな げておくハ
20 子 どもを学 校・幼 稚 園 0保育 園 に送 迎 するサ ービスの 利 用 存揺 助 する ^ -0。77
23 家族が必要としているスキル (生活 0養育技術等)を、例を用いて家族にわかりやすく説明する。 3.85 -0.74
24 1 医 療 機 関 で保 護 者 が 充 分な説 明を受 けられ るよう配 慮 するハ 3.46 -0.73
24 保 壼 者 が 子 どもに対 して肯 定 的 な視 点を持 つことができるように働 きか ける ^ -0.73
それぞれの家族に対して援助者が何がどこまでできて、何ができないかを自堂する^ -0.73
面 接 等 を通 して 、保 護 者 に虐 待 した原 因 について内 省 させ る。 3.06 3.76 -0.70
子 どもの 気 持ちを代 弁 して保 諄 者 に伝 える^ 3.81 -0。70




'       
なぐ^ 3.26 3.88
保 護 者 に対 して求職 に関する情 報 を得 る将 助葬する^
-    4.16
保護者が国っていることを口にしたタイミングを逃さず、必要なサービスにつなぐ -0.61
危 機 的な状 況 の 時 には 、児 童 相 談 所 と連 携 し、一 時 保 護 等 を使 い、速 や か に危 機 を回避 する。 -0.60
住 居 探 しを手 伝 う。 -0.59





すでに保 護 者 とつなが つている関係 機 関 に保 護 者 が 必 要 としているサ ービスを紹 介 してもらう。 3.37 3.93 -0.56
32艦助重 自身 が 家族 の 変 化 に対 して希 望 をもつ 6 3.50 4.06 -0.55
23塞族がすべきことまで、援助者がしてしまわないように気をつける^ -0.55
塁族 を援 助 するという自分 の立 場 を明 らか にし、家族 の 信 頼 を得 る。
医療 費 の控 除 の 申請 を援助 する^ .53
26定 期 的 に家族 に接 触 する^ -0.50
衣 服 や学 用 品 の提 供・確 保 の 援 助 をおこなう^
地 域 の他 の 関 係 機 関 の 援 助 者 に安 塵 訪 閣弁佐 婚 する ^
44家族の「子どもと共に生活する権利」と、子どもの「安全に幸せに暮らす権利」の両方を大事にす
る。 4.10
保 護 者 や子 どもの轟 院 に同伴 する^
48 援 助 者 は 家 族 に対 して忍 耐 強 く対 応 する^
48 学校 教 訥・幼 稚 園教 諭・保 育 士 と子 どもの 状 況 について協 議 する。
―
E4し、家族の生活の場で援助活動をおこなう 3.48 3.79
地域 の 民 生 児 童 委 員 に協 力を要 請 するA 4.21
地域 の機 関 か ら家族 の情 報 弁Jヱ集 する^
家族 に医療 機 関 (病院 、医師 等 )を紹 介 する 3.28 3.52
55 保護者と対峙する場面では、必要以上に懲罰的にならないような表現を用いる。
析 を行 うので はなく、今 ある問題 の解 決 に集 中する。 3.30 3.52
生 活 保 護 等 の 申請 を援 助 する。
援助 者 としての 責 任 を証 明するために 自分 が 行 った援 助 を文 書 に記 録 してお く^
























































































































































































































































































































































































































































































































固有値 13.503       3.192l.396       1 151
寄与率 35.042       7 2442.285       1.672
累積寄与率 44.572      46.244
因子間相関(第1因子 ) 1 0 575       0 554
因子間相関(第2因子 ) 1 0.574
因子間相関(第3因子 ) 1 0.339




家 族 維 持 の ための 援 助 に対 する障 害 要 因 の 探 索 的 因 子 分 析
因 子 名・項 目 (全体 のCrOnbach α=0.792
)
因 子 共 通 性
第 1因子 「 援 助 の ための 環 境 の 不 整 備 」
【Cronbach`χ=0_678     】
障 害 度 16:スーパ ー ビ ジ ョン が 受 け られ な い
障 害 度 17:司法 シ ステ ム の 関 与 が な い 。
障 害 度 15:人員 が 不 足 している。
第2因子「 サ ー ビス提 供 の 不 備 」
【Cronbach`v=0.629     】
障 害 度3:費用 や 交 通 が 理 由 で 、保 護 者 が 地 域 の 資
源 を 利 用 で き な い 。
障 害 度 1:保護 者 に都 合 の 良 い 時 間 帯 や 週 末 にサ ー ビスを提
供 できな い 。
障 害 度 5:家族 の 二一 ズ にこた えることが できるサ ー ビス提 供
体 制 が 地 域 に組 めていな い 。
第3因子「 援 助 提 供 に関す るジレンマ」
【Cronbach cν=0.585    】
障 害 度9:公務 員 とい う立 場 の 制 約 に よ り、サ ー ビ ス 提
供 が 自 由 に お こな え な い 。
障 害 度8:サービス の 充 実 によって保 護 者 の 依 存 心 を助 長 し
てしまう。
障 害 度 14:援助 を受 けることが 、親 失 格 とみ なされ 、スティグ
マ化 している。
第4因子「 援 助 技 能 の 不 足 」
【Cronbach α=0.591】
障 害 度 19:保護 者 との 信 頼 関 係 を結 ぶ ことが 難 しい 。
障 害 度 18:援助 者 の 児 童 虐 待 ケー ス に対 す る専 門 的 な 技 能
が 不 足 している。
固 有 値
寄 与 率
累 積 寄 与 率
因 子 間 相 関 (第1因子 )
因 子 間 相 関 (第2因子 )
因 子 間 相 関 (第3因子 )

























第1因子 「家族維持のための関係性」 【CrOnbach α
































































































第4因子 「困難を乗 り越える力」 【Cronbach α=















固有値 8 408       1 735       1.377       1 046
寄与率 35.847       5 786       3 675        2.32
累積寄与率 35.847      41.633      45.307      47.628
因子間相関 (第1因子 ) 1 000       0 501       0 579       0 712
因子間相関 (第2因子 ) 1 000       0.472       0 571
因子間相関 (第3因子 ) 1 000       0.610


















































第 4因子「 援 助 技 能 の 不 足 」
第 3因子「 援 助 提 供 に 関 す る ジ レ ン マ 」


















第 4因子「 困 難 を乗 り越 え る 力 」
第 3因子「 安 全 を守 る環 境 」
第 2因子「 養 育 の た め に 必 要 な 基 本 的
条 件 」



































































































































































































































































































る (Wells&Fu H er,2000)。また、具体的支援の提供が措置の予防に対して効果があるこ
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グループ 平 均 値 標 準 偏 差 tイ直
有意確率
(両側 )
親 子 分 離 に 対 す る
滝表J記(J己本日)
最 後 の 手 段 341 3.81 0.963
1_460
0_145対 応 の 一 方 法
親子分離に対す る
意見 (市町村 )
最 後 の 手 段 3.94 1.078
1_4620_106″対 応 の 一 方 法 1.061





























最後の手段 441 195.43 39.14
1.1820.2382S対応の一方法 197 191.47 39.23
絆






















































-3.8220.000 ~対応の一方法 154 76.44 79.807
格





















































































家族 自身の リスクマネー ジメン ト能 力
必要23.虐待者が 自分でSOSを出せ る。
必要20.虐待者に虐待の認識がある。
必要21 家族が地域の資源 を自分で うま く利用できる。
必要要素第4因子
子 どもに対する安全確認の枠組み
必要17 子 どもが幼稚園 口小学校・ 中学校の学校や保育所などの所属集団へ毎 日通 つている。
必要19.保護者が就業 している間に保育サー ビスが確保できる。






















































































































































































































































































重要度31:チームアプローチを取 ることによって、アセスメン ト結果や意思決定を確認す る。
重要度54:家庭訪間を行い、在宅で暮らしていくためには、家族が何を必要としているかをア
セスメントする。


































































































































































最 後 の 手 段 G 対 応 の 一 方 法 G 差 (最後 の 手 段 G―対 応 の 一 方 法G
実 施 度 合 計 ← 重 2「家 族 の
状 況 の 理 解 と対 応 1 0_47* -0_46n 0_93
実 施 度 合 計 ← 重 4「援 助 の
タイミング : 0_18* 1.05** -0_87
実 施 度 合 計 ← 障 1「援 助 の
た め の シス テム 不 足 l 0.23** -0.08n 0.31
実 施 度 合 計 ← 障 2「人 的 費
源 の 不 足 J -0.04n 0.14n -0.18
実 施 度 合 計 ← 必 2「最 低 限
度 の 基 吉 基 菫 : -0.01n -0.12n
実 施 度 合 計 ― 必 4「子 ども
に対 する安 全 確 認 の 枠 組
み 」
0.06n 0_13n -0_19
必 4「子 どもに 対 す る安 全 確
認 の 枠 組 み 」⇔ 必 2「最 低
限 度 の 養 育 基 準 :
0.78** 0_67ホ*
重 2「家 族 の 状 況 の 理 解 と
対 応 」」⇔ 重 4「援 助 の タイミ
ング :
0.57* 0.78** -0.21
障 1「援 助 の た め の シ ス テ
ム の 不 足 」⇔ 障 2「人 的 資
源 の 不 足 1
0.38ホ* 0.81 -0_43























































実施度合計 ← 重 1「SWの
基 本 的態度 J 0.43*** 0。67*** -0.24
実施度合計 ← 重 3「関係
機 関との協 力体制 」 0.08n_s -0。08n_ 0.16
実施度合計←障 1「援助
のための環境不整備」 0.13n.s -0.05n.s 0.18
実施度合計←障4「援助
技能の不足 J -0。31*** -0.09*** -0.22
実施 度 合計 ←必 1「家族
維 持 のための関係 性 」 -0 0¨1n_s 0.09n‐
-0.10
実 施 度 合 計 ← 必 2「養 育
の た め に必 要 な基 本 的 条
♯卜」
-0。05n.s -0.09n. 0.04
重 1「SWの基 本 的態度 」




の不整備 」⇔障 4「援助 技
能 の不 足 l
0.58** 0。70*** -0.12
必 1「家族維 持 のための
関係 性 」⇔必 2「養 育 のた
めに必要な基本 的条件 I
0.45** 0.52*** -0.07


























































































































































































































































































































































































































3. Evidence Based Practiceの意識化
特に市町村では、全体的にケースワーク機能が弱いことは既に述べたが、なかでも援助
198






























たアセスメント (対象 日問題の把握)→プランニング (問題解決のための援助手続きと契
199



























































第 11章 提言 日本研究の限界 口今後の取り組み
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1       付表2-6 障害児地域療育等支援事業
付表2-7 知的障害者更生相談所・身体障害者更生相談所











































資料 4口 仮説9 多母集団同時分析による検証
付図 4-1 多母集団同時分析の結果 児相実施度合計モデル 親子分離は最後の手段グル
ープ
付図 4-2 多母集団同時分析の結果 児相実施度合計モデル 親子分離は対応の一方法グ
ループ
付図 4-3 多母集団同時分析の結果 市町村実施度合計モデル 親子分離は最後の手段グ
ループ




























資格種別 合 計   (%)
社 会 冨祉 士 66     4。1%
精 神 呆健 福 祉 士 29 1。8%
心理 職 [臨床 心 理 士等 ) 26 1。6%
教 許 283    17。5%
保 師 229    14。1%
土会 冨祉 主 事 の 任 用 資 格 261     16。1%
呆育 士 191     11。8%
その他 74     4。6%
資格 なし 460    28.4%















































ア.保健センター (実施度4,5) ア.保健センター実施度 1
































震:購:項僣: 第計| 1選:勤:瑾週 獲|■196●緊 計





36.保護者 や子どもの状態を医師と協議する。 6.14% ′J′θ〃36.保護者や子どもの状態を医師と協議する。 9.50%38.02%
11.援助者 は家族 に対して忍耐強く対応する。 ′aθ/〃 10.家族に医療機関 (病院、医師等)を紹介する。 9.09% 7.11%
6.援助者としての責任を証明するために自分が行つた





















援1簿1霞着II 壼1鶴196■| 【評I 機1助1項■| 田:覆:雑 緊 計=
10。家族に医療機関(病院、医師等)を紹介する。 24.53%′4Jθ〃13医療機関で保護者が充分な説明を受けられるよう配慮する。 20.00%20.00%
13_医療機関で保護者 が充分な説明を受けられるよう
配慮する。 16.98%イ/.Jノ〃10.家族に医療機関 (病院、医師等)を紹介する。 16.67%36.67%












―ビスにつ 5保護 者 や子 どもの通院 に同伴 す る。 44.32%





11.援助者 は家族 に対 して忍耐強く対応する。 37.保護者にペアレントトレーニング(親業)プログラムを紹介する。 35.71%35。71%




60家族が 自身のリスクに気付く術と、それ に対する 46.32%











60_家族 が 自身のリスクに気付く術と、それ に対する 36.保護 者 や子 どもの 状 態 を医師 と協 議 す る。
5.保護者 や子どもの通院 に同伴する。 13医療機関で保護者が充分な説明を受けられるよう配慮する。18.67%
13.医療 機 関 で 保 護 者 が 充 分 な 説 明 を受 けられ るよう 25.33%27.家族 が必 要 としているスキ ル (生活・養育 技 術 等 )を、例 を用 いて家族 にわ か りやす く説 明す る。
4.保護者が子どもに対して肯定的な視 点を持つことが 30.67%24.保護者と子どもが一緒に楽しめるような娯楽活動を企画するのを手伝う。
6.援助者としての責任を証明するために自分が行つた 34.67%61.保護 者 の 求職 のため の具 体 的な準 備 (履歴 書 を一緒に書 く、面 接 の練 習等 )を手伝 う。
8.家族をどのように資源 やサポーHこ結びつけるかの 38.67%37.保護 者 にペア レントトレー ニング (親業)プログラム を紹介す る。
10.家族 に医 療 機 関 (
27.家族が必要としているスキル (生活・養育技術等 ) 46.67%
30_すでに保護者とつながっている関係機 関に保護者 50.67%
付表2-8 発達障害児支援センター
10.家族 に医療機関 (病院 、医師等 ) 57医療費の控除の申請を援助する。 22.55%22.55%










22_地域 の民生児童 委員に協 力を要請する。 47.02%
36.保護者や子どもの状態を医師と協議する。 50.35%
付表2-9 市町村 (障害相談担当課)
付表 2-10 障害分野 その他







35.保護者に他 の親 と交流する機会を与える。 24.保護 者 と子 どもが 一緒 に楽 しめるような娯 楽 活 動 を企画するのを手伝う。 27.58%




























27.家族が必要としているスキル(生活・養育技術等 ) 18.63%2見本となる大人の姿を援助者が子どもに見せる。 16.41%
50.子育ての負担を軽減するための家事・育児支援 2506%5保護者や子どもの通院に同伴する。 24.22%
54.家庭訪間を行い、在宅で暮らしていくためには、家 2971%19.家庭を訪問し、家族の生活の場で援助活動をおこな 29.69%













ソ.ファミリー サポートセンター (実施 ファミリー サポートセンター (実施度1)
























































家族をどのように資源 やサポートに結 びつけるかの 47.88%
17.家族と共に目標 を設定する。 51.13%
卜.主任児童






60_家族が 自身のリスクに気付く術と、それ に対する 39.34%5保護者や子どもの通院に同伴する。 37.83%
33.家に食料が十分確保されているかどうか、入手手 44.24%24保護者と子どもが一緒に楽しめるような娯楽活動を企画するのを手伝う。 42.17%
19.家庭を訪問し、家族の生活の場で援助活動をおこ 48.64%55住居設備(修結・安全面の確認など)に対する助言・援助をおこなう。 46.52%




21 学校教諭・幼稚園教論 口保育士と子どもの状況に //θイ〃59.子どもを学校
口幼稚園・保育園に送迎するサービスの
利用を援助する。 11.05%
6援助者としての責任を証明するために自分が行つた 61 保護者の求職のための具体的な準備 (履歴書を一緒
に書く、面接の練習等)を手伝う。 15.95%
45.保育サービス、学童サービスの利用のための手続 ′/.JθZ52住居探 しを手伝 う。
22地域 の民生児童委 員に協 力を要請する。 ′θ θJ″37保護者にペアレントトレーニング(親業)プログラムを紹介する。 25.10%
20地域 の機関から家族の情報を収集する。 55住居設備(修繕・安全面の確認など)に対する助言・援助をおこなう。 28.97%















付表 2-22 子育て支援・児童相談分野 その他
野 (実施 度 4、5) 育て支援・児
60.家族 が 自身 の リスクに気 付く術 と、それ に 24保護者と子どもが一緒に楽しめるような娯楽活動を企
画するのを手伝う。
21.学校 教 綸・幼 稚 □教 綸・保育 士 と子 どもの 1204%52住居探 しを手伝 う。 14.29%
6.援助 者 としての 責任 を証 明するために 自分 が 15.72%59子どもを学校・幼 稚 園・保 育 園 に送 迎 するサー ビスの利 用 を援 助す る。 21.43%
8.家族 をどのように資源 やサ ポーHこ結 びつけ
かの 全体 的な援 助 計 画 を作成 してい 19.41%
37保護者にペアレントトレー ニング(親業)プログラムを紹
介 す る。 26.79%
11.援助者は家族に対して忍耐強く対応する。 55.住居 設 備 (修繕・安 全 面 の確 認 など)に対す る助 言・援 32.14%
57.医療 費 の 控 除の 申請 を援助 す る。
22.地域 の 民生児 童 委 員 に協 力を要 請する。 5.保護 者 や子 どもの通 院 に同伴 す る。 41.07%
54.家庭 訪 間を行 い、在 宅で暮 らしていくため
には 、家族 が何 を必 要 としているかをアセスメン
20.地域 の機 関 か ら家族 の情報 を収 集する。
33.66%8.家族 をどのように資源 やサ ポー トに結 びつけるか の 全 体的な援 助 計 画 を作 成していく。 4464%
3686%9保護 者 に対 して求職 に関す る情 報 を得 る援 助 をす る。 48.21%
45.保育 サービス 、学 童 サービスの 利用 の ため 12家計 の管 理 を保護 者 ができるように援 助す る。 51.79%
46.定期 的 に援 助効 果 の評価 を行 う。 43.24%
50.子育 ての 負 担を軽 減 するための 家事 0育児 4619%
4.保護者 が子 どもに対 して青 定 的な視 点を持 つ 48.89%





11.援助者 は家族 に対して忍耐強く対応する。 27.53%24.保護者と子どもが一緒に楽しめるような娯楽活動を企画するのを手伝う。 43.71%





付表 2-23 学校・幼稚園 (教育委員会 )
所(実施度4、
付表 2-24 教育相談室・教育センター 0教育研究所
21.学校教諭口幼稚園教諭・保育士と子どもの状況に 12.16%12.16%37保護者にペアレントトレーニング(親業)プログラムを紹介する。 30.19%
4.保護者 が子どもに対して肯定的な視 点を持つことが 19.93%15衣服や学用品の提供・確保の援助をおこなう。 1132%41.51%
11.援助者は家族に対して忍耐強く 25.68%35保護者に他の親と交流する機会を与える。 49.06%








































へ.法律・人権 分 野 その他 (実施 度 4、5 へ.法律 D人権 分 野 その他 (実施 度 1
隣:助:項颯
=

















付表 2-29 法律・人権分野 その他
付表 2-30 母子自立支援員
付表 2-31地域生活支援センター






59.子どもを学校・幼稚 園・保育園に送迎するサービス 29.27%9保護者に対して求職に関する情報を得る援助をする。 43.87%
10.家族 に医療機関 (病院 、医師等)を紹介する。 33.33%24保護者と子どもが一緒に楽しめるような娯楽活動を企画するのを手伝う。 49.68%
12.家計の管理を保護者ができるように援助する。 5保護者や子どもの通院に同伴する。 54.84%
20.地域の機関から家族の情報を収集する。



































29.保護者 が通院・入院している間、子どもの保育ケ 4762%5保護 者 や子 どもの通 院 に同伴す る。 59.26%
30.すでに保護者とつながつている関係機関に保護者 53.97%
サービスその








資料 3。 仮説 7、 仮説8 共分散構造分析によるREに対する仮説の検証
1.措置前の尽力度と児相 口市町村の援助者の意識・環境についての仮説モデルの検
証 (仮説 7)。
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付図4-1 多母集団同時分析の結果 児相実施度合計モデル 親子分離は最後の手段グループ
多母 集 団 同時 分析 の結 果
児 相 実 施 度 合計モデル(標準 化解 )




援 助 のため のシス
































ヽ  059・" 、′
051   多母集団同時分析の結果
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